


クワガタクワジ物語 ピーターサンドさんのねこ おへそのひみつ
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太郎は、生まれてはじめて、２年生の ホタル島にすむピーターサンドさんは、たく だれにでもある、おへそ。おへそ
た ろ う

６月に、クワガタを１度に３びきもつか さんのねこをかっています。夏、バカンスで島 のゴマを取るとおなかがいたくなる？
ど と

まえました。そして、３びきにクワイチ・ の別 荘へやってくる人びとは、ピーターサンド おへそには、ひもがついていたの？
べっそう

クワジ・クワゾウという名前をつけ、土 さんのねこを別 荘に連れ帰り、楽しくすごして なぜ、おへそはあるの？ 実は、み
べつそう つ じつ

と落ち葉を入れたたるの中でかいます。 いました。でも、ある夏、ピーターサンドさん んなが生まれる前、お母さんのおな
お ば

太郎は、いろいろなクワガタや、カブト がケガをし、ねこの世話を診 療 所の先生にた かの中で、とても 重 要な 働 きをし
た ろ う せ わ しんりようじよ じゆうよう はたら

ムシなどをつかまえて、かっていました のんで 入 院しました。ところが、12月に退 院 ていたのです。おへそのひみつがよ
にゆういん たいいん

が、クワジだけは冬 眠しないで３回目の夏をむかえました。 して島にもどると、大 変なことになっていました。 くわかる本です。
とうみん たいへん

ふしぎな木の実の料理法 キロコちゃんとみどりのくつ
み り よ う り ほ う
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スキッパーは、バーバさんと、こそ キロコちゃんは、町中のくつ屋で、
や

あどの森に住んでいました。南の島に みどり色のくつをさがしていましたが、
す しま

出かけたバーバさんから、ふしぎな木 古びた小さなくつ屋で、やっと気に入
や

の実と、手紙が届きました。ところが ったくつを見つけました。それには２
み とど

手紙がぬれて、文字がにじみ、木の実 つの目玉とまっ赤なベロのかざりがつ
み

の料 理 法がわかりません。いつもは内 ２０２６年 いていました。ところが、そのくつは、
りようりほう うち

気なスキッパーですが、木の実を持っ 勝手に歩いたり、音楽に合わせておど
き み かっ て

て、森のみんなの家に行き、料 理 法をたずねます。 ３・４年生用 ってしまうふしぎなくつだったのです。
りようりほう

みにくいガチョウの子 火曜日のごちそうはヒキガエル ポリーとはらぺこオオカミ
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ジャックは、鳥が大好きです。ある日、 ヒキガエルのウォートンは、雪の中、砂糖菓子 ポリーがげんかんのドアを開けると、オオ
す さ とう が し あ

ジャックは遠足で行った野生動 物公園で、 をおばさんに届けようと、セーターや上着を重 カミが、ポリーを食べようと待っていました。
や せ い どうぶつ とど う わ ぎ かさ ま

親鳥が 温 められず、ヘビのえさになっ ね着し、スキーに乗って出かけました。ところが、 ポリーは悲鳴をあげますが、落ちついて、パ
あたた ぎ の ひ め い お

てしまうダチョウの 卵 を１つ、手さげ ミミズクにつかまり、５日後の火曜日に食べられる イをすすめ、食べられずにすみます。かしこ
たまご

ぶくろに入れて持ち帰ってしまいました。 ことになりました。ウォートンは、セーターをほど いポリーは何度もやってくるオオカミのこ
も な ん ど

そしてその 卵 を、かっているガチョウに いてはしごを作り、逃げ出す 準 備をしていました とをやりこめていましたが、ある日、とう
たまご ・ ・ ・ に じゆん び

温 めさせ、無事にひながかえりました。ところがうれし が、日曜日の夜、ミミズクに見つかり、はしごは とうつかまって、オオカミの家につれてい
あたた ぶ じ ・ ・ ・

い気持ちよりも心 配の方が大きくなっていきます。 捨てられてしまいます。 かれてしまいます。
も しんぱい す


